
拓け。
地域、そして
自分の未来
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４
０
０
年
の
歴
史
あ
る
朝
市
や
美

し
い
雲
海
も
見
ら
れ
る
城
下
町
の
大

野
市
に
、
山
本
響
さ
ん
が
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
着
任
し
た
の
は
２

０
２
３
年
5
月
。
大
学
院
を
卒
業
し

て
初
め
て
の
仕
事
だ
。

山
本
さ
ん
が
地
方
で
暮
ら
し
て
み

た
い
と
思
っ
た
の
は
大
学
院
生
の
時
。

学
ん
で
き
た
都
市
計
画
や
空
き
家
活

用
、
ま
ち
づ
く
り
を
地
方
の
フ
ィ
ー

ル
ド
で
体
感
す
べ
く
、
一
年
間
休
学

し
富
山
県
高
岡
市
で
過
ご
し
た
。
そ

の
間
に
旅
し
た
の
が
大
野
市
だ
。

ま
ち
な
か
を
散
策
し
て
い
る
際
、

偶
然
出
会
っ
た
の
が
荒
島
旅
舎
。
中

に
入
り
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
一
角
に

地
域
の
古
い
お
店
の
看
板
が
ア
ー
カ

イ
ブ
さ
れ
て
飾
ら
れ
て
い
る
の
を
見

て
胸
が
熱
く
な
っ
た
。
復
学
し
て
就

職
活
動
を
し
て
い
る
間
も
、
地
方
で

出
会
っ
た
か
っ
こ
い
い
大
人
た
ち
が

忘
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
大
手
で
も
有

名
で
も
な
い
け
れ
ど
、
地
域
を
愛
し
、

社
会
的
に
意
義
あ
る
仕
事
に
打
ち
込

ん
で
い
る
彼
ら
の
よ
う
な
人
と
一
緒

に
働
き
た
い
。
そ
ん
な
と
き
知
っ
た

の
が
大
野
市
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
募
集
だ
っ
た
。

「
新
旧
が
互
い
を
思
い
や
り
な
が
ら

共
存
す
る
こ
の
ま
ち
な
ら
、
自
分
が

大
事
に
し
た
い
生
き
方
が
で
き
そ
う
」

と
直
感
し
、
卒
業
と
同
時
に
大
野
市

に
飛
び
込
ん
だ
。

山
本
さ
ん
は
個
人
事
業
主
と
し
て

市
か
ら
業
務
委
託
を
受
け
る
形
で
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
を
行
っ

て
い
る
。
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
「
ま
ち
な

か
の
賑
わ
い
創
出
」。
具
体
的
に
は

『
荒
島
旅
舎
』
を
拠
点
に
、
イ
ベ
ン

ト
企
画
、
地
域
冊
子
な
ど
で
の
情
報

発
信
、
空
き
家
を
活
用
し
た
シ
ェ
ア

ハ
ウ
ス
の
運
営
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
市
役
所
で
は
な
く
ま
ち
な
か

に
身
を
置
き
民
間
会
社
と
共
に
活
動

す
る
中
で
、
地
域
と
の
距
離
は
ぐ
ん

ぐ
ん
縮
ま
っ
て
き
た
。
う
れ
し
か
っ

た
の
は
神
奈
川
の
両
親
を
大
野
に
招

い
た
時
、
商
店
街
の
お
じ
さ
ん
が
、

山
本
さ
ん
が
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

な
っ
た
理
由
や
日
頃
の
活
動
ぶ
り
を
、

ま
る
で
身
内
の
よ
う
に
両
親
に
代
弁

し
て
く
れ
た
こ
と
だ
。
地
域
に
暮
ら

し
働
く
醍
醐
味
を
感
じ
た
。

現
在
は
新
た
に
『
ま
ち
の
印
刷
室
』

を
作
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
始
ま
っ
て

い
る
。
任
期
後
の
自
身
の
生
業
も
見

据
え
、
こ
の
ま
ち
に
も
の
づ
く
り
を

真
ん
中
に
し
た
交
流
の
場
を
創
出
す

る
計
画
だ
。
山
本
さ
ん
が
着
任
時
に

描
い
た
「
見
た
い
景
色
」
は
地
域
の

人
々
の
支
援
を
受
け
、
早
く
も
実
現

に
向
か
っ
て
い
る
。

ミッション

神奈川県平塚市出身。大学では都市計画や地方のまち
づくり・空き家活用を研究。地方を肌で感じるべく大
学院を1年間休学し富山県高岡市へ。その時の出会い
がきっかけで2023年5月福井県大野市の地域おこし協
力隊に着任、『荒島旅舎』を拠点に活動中。

荒島旅舎に加え、商店街の空き家を活用した新
拠点『まちの印刷室』のプロジェクトが動き始
めたばかり。リソグラフの印刷機を設置し、店
主など発信したい人々が集まることで、印刷室
そのものがまちの情報交換や交流の場となるこ
とを目指す

大野市　地域おこし協力隊
山本響さん

福井県 大野市

ご縁で飛び込んだ大好きなまちを
「作る文化」を育む

まちなかの賑わい創出のためのイベント企画、情報発信、
空き家を活用したシェアハウス運営

現役隊員

1

都市部から過疎地域等の条件不利地域に移住し、
さまざまな「地域協力活動」を行いながら　

その地域への定住・定着を図る取り組みのこと。
全国各地の自治体が実施主体となり　

選考プロセスを経て希望者を協力隊員に委嘱します。
 

地域おこし協力隊とは

Ｐｏｉｎｔ 1　自分の経験・能力を活かした、地方での理想の暮らし・生きがいを見つけることができる
地域には、自分のアイデアや経験、能力などを活かせる様々な仕事があり、また、地域協力活動を通じて、地域の方々と日常的
に関わることになるので、しっかりと人間関係を構築することができます。
このような地域での仕事の経験や人間関係は、隊員としての活動を超えて大きな財産となり、最終的には、地域（田舎）で自分
の理想の暮らしや生きがいを見つけることに繋がっていきます。

Ｐｏｉｎｔ 2　時間をかけて定住・起業準備ができる
協力隊の任期はおおむね１年以上から３年以下。農林漁業や地域コミュニティ活動、地域産品の開発・販売、地域に関する情報
発信などさまざまな活動を行いながら人脈を広げ、じっくり時間をかけて仕事や住居等を整えたり、起業の準備を進めることがで
きます。
協力隊員１人あたりの報償費等の上限は年間３２０万円で、それ以外にも活動経費、関係者間の調整などに要する事務的な経費
として上限２００万円を活用できます。

Ｐｏｉｎｔ 3　充実の支援制度
総務省では、協力隊希望者や経験者の相談に応じるサポートデスクの設置、初任者・ステップアップ研修の実施など、協力隊に
関する情報収集から任期終了後の暮らしまでをノンストップで支援しています。

三方良しの
関係性 

全国に広がる
地域おこし協力隊の輪

取組自治体数は13年で過去最多隊員数は13年で過去最多

平成21年度 令和5年度
89人

→7,200人
平成21年度 令和5年度
31団体

→1,164団体

地域 地方公共団体 

地域おこし協力隊

・自身の才能・能力を活かした活動

・理想とする暮らしや生き甲斐発見

・行政ではできなかった柔軟な地域おこし策 

・住民が増えることによる地域の活性化 

・ヨソモノ・ワカモノの斬新な視点

・協力隊員の熱意と行動が 

　地域に大きな刺激を与える 

隊員の男女比は男性が約6割、女性が約４割で、
10代から60代の幅広い年齢層の方が参画しています。
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大
手
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
た
後
、
趣

味
で
親
し
ん
で
い
た
キ
ャ
ン
ド
ル
作

り
を
本
格
的
に
学
び
、
作
家
活
動
を

始
め
た
大
槻
美
友
さ
ん
。
福
島
市
内

に
あ
る
自
宅
を
拠
点
に
、
平
日
は
制

作
、
週
末
に
は
マ
ル
シ
ェ
に
出
店
す

る
日
々
を
過
ご
し
て
い
た
時
に
、
飯

舘
村
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
二
瓶

麻
美
さ
ん
と
出
会
い
、「
花
き
栽
培

が
盛
ん
な
飯
舘
村
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
と
し
て
活
動
し
て
み
な
い
？
」

と
誘
い
を
受
け
た
。

福
島
県
産
の
草
花
を
あ
し
ら
っ
た

ボ
タ
ニ
カ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作
る
大

槻
さ
ん
は
、
誘
い
を
受
け
る
以
前
に

も
飯
舘
村
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
り
、

「
人
が
優
し
く
自
然
豊
か
で
、
四
季

折
々
の
花
々
が
咲
く
素
敵
な
村
」
と

好
印
象
を
抱
い
て
い
た
。
ま
た
、
学

生
の
頃
か
ら
い
つ
か
地
域
に
根
ざ
し

た
活
動
が
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
こ

と
も
あ
り
「
故
郷
の
福
島
で
地
域
お

こ
し
協
力
隊
と
な
る
こ
と
で
そ
の
希

望
を
叶
え
、
キ
ャ
ン
ド
ル
作
家
と
し

て
も
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
チ
ャ

ン
ス
」
と
、
挑
戦
を
決
め
た
と
言
う
。

２
０
２
０
年
４
月
か
ら
地
域
お
こ

し
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
を
ス
タ
ー

ト
。
ま
ず
は
村
の
こ
と
を
知
り
、
村

の
人
た
ち
に
も
自
分
の
活
動
を
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
の

下
を
訪
ね
た
。
そ
の
際
、「『
地
域
お

こ
し
協
力
隊
』
と
い
う
肩
書
き
が
あ

る
お
か
げ
で
、
ス
ム
ー
ズ
に
村
に
馴

染
め
ま
し
た
」
と
大
槻
さ
ん
。

村
内
の
古
民
家
を
借
り
、
コ
ツ
コ

ツ
と
セ
ル
フ
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
重

ね
、『
工
房
マ
ー
ト
ル
』
を
オ
ー
プ

ン
し
た
の
は
、
２
０
２
１
年
5
月
の

こ
と
。
多
く
の
人
に
村
に
来
て
ほ
し

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
工
房
に
は
ギ

ャ
ラ
リ
ー
を
併
設
。
誰
も
が
気
軽
に

参
加
で
き
る
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

任
期
終
了
後
も
飯
舘
村
を
拠
点
に

活
動
を
続
け
る
大
槻
さ
ん
。
現
在
で

は
、
遠
方
か
ら
お
客
さ
ん
が
足
を
運

ん
で
く
れ
た
り
、
村
民
ら
が
訪
れ
て

来
て
く
れ
た
り
、
大
槻
さ
ん
が
制
作

し
た
『
い
い
た
て
フ
ラ
ワ
ー
キ
ャ
ン

ド
ル
』
が
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼
品

に
選
ば
れ
る
な
ど
、
う
れ
し
い
出
会

い
が
広
が
っ
て
い
る
。

「
何
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い
こ
と
や

叶
え
た
い
夢
が
あ
る
人
に
と
っ
て
、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
そ
の
実
現
を

サ
ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
心
強
い
制
度

だ
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
自

然
資
源
に
恵
ま
れ
た
飯
舘
村
を
フ
ィ

ー
ル
ド
に
、
夢
を
叶
え
な
が
ら
一
緒

に
村
を
盛
り
上
げ
て
い
け
る
人
が
増

え
て
い
っ
た
ら
う
れ
し
い
で
す
」

福島県産の草花を使った美しいキャンドルとド
ライフラワーが彩る『工房マートル』。「地域資
源を活かすものづくりを通して、福島の魅力を
伝えていきたい」と大槻さん

工房マートル
大槻美友さん

福島県 飯舘村

福島県産の花々を活かすキャンドルで
地域の新しい魅力を発信

隊員
経験者

現職は

福島県出身。東北芸術工科大学卒業後、大手生活雑貨
メーカーに就職。2019年にキャンドル作家に転身し、
2020年4月に地域おこし協力隊として飯舘村に移住。
翌年5月に『工房マートル』を開く。2023年3月の任
期終了後も、飯舘村で活動を続けている。

福島の新しい魅力を伝えるキャンドル制作や
ワークショップの開催

3

愛知県名古屋市内の高校を卒業後、飲食店、食品会社
でのPRやデザインの仕事を経て、2011年にデザイン
事務所を設立。2020年10月に松阪市飯高地域に移住。
地域おこし協力隊業務のかたわらデザインの仕事も続
ける。任期は2024年3月までの予定。

市内中心部から車で1時間ほどの場所にある
『宿泊・食事・喫茶　奥松阪』。店名の『奥松阪』
の由来は、市街地と中山間地域をつなぎたいと
いう思いから。高杉さんのセンスが光る店内で
は、地産食材を用いた定食などが楽しめる

三重県 松阪市

カフェと移住者支援に注力
“自分のため”のまちづくりが地域を変える

松阪市　地域おこし協力隊

高杉亮さん
現役隊員

ミッション カフェや宿泊施設の開業、地産品開発、中間支援組織の
立ち上げ、魅力発信などによる、中山間地域の活性化

31
歳
の
時
に
独
立
し
、
名
古
屋

市
で
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
を
経
営
し
て

い
た
高
杉
亮
さ
ん
。
浮
き
沈
み
の
あ

る
業
界
の
中
で
「
こ
の
先
何
十
年
も

走
り
続
け
ら
れ
る
の
か
」
と
不
安
を

感
じ
て
い
た
。
転
機
と
な
っ
た
の
は
、

今
か
ら
約
7
年
前
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト

と
と
も
に
三
重
県
松
阪
市
の
中
山
間

地
域
を
訪
ね
た
こ
と
。
自
然
豊
か
な

環
境
で
地
に
足
の
着
い
た
暮
ら
し
が

で
き
る
こ
と
に
魅
力
と
可
能
性
を
感

じ
た
と
言
う
。

高
杉
さ
ん
は
、
松
阪
市
内
に
古
民

家
を
購
入
し
、
菓
子
製
造
業
を
ス
タ

ー
ト
。
そ
の
様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
発
信

し
た
と
こ
ろ
役
場
職
員
の
目
に
留
ま

り
、
話
を
す
る
中
で
地
域
お
こ
し
協

力
隊
の
募
集
を
知
っ
た
。
松
阪
に
は

奥
様
の
実
家
が
あ
る
た
め
、
い
ず
れ

は
家
族
で
移
住
し
た
い
と
考
え
て
い

た
こ
と
も
あ
り
「
協
力
隊
に
な
る
こ

と
で
、
い
ち
早
く
地
域
に
溶
け
込
め

る
の
で
は
」
と
、
２
０
２
０
年
10
月

に
飯
高
地
域
に
移
住
し
た
。

高
杉
さ
ん
が
手
が
け
て
き
た
事
業

は
多
数
あ
る
が
、
な
か
で
も
大
き
な

取
り
組
み
が
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、

築
１
２
０
年
の
古
民
家
を
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
し
、
２
０
２
３
年
１
月
に

『
宿
泊
・
食
事
・
喫
茶　

奥
松
阪
』

を
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
。「
地
域
活

性
化
の
た
め
に
は
、
誰
も
が
集
ま
り

や
す
い
、
リ
ビ
ン
グ
の
よ
う
な
場
が

必
要
だ
と
思
っ
た
」
と
高
杉
さ
ん
。

食
を
通
じ
て
地
域
を
支
え
た
い
と
、

地
産
食
材
を
豊
富
に
使
っ
た
定
食
な

ど
を
提
供
。
地
域
内
外
か
ら
多
く
の

人
が
訪
れ
交
流
し
て
い
る
。

も
う
一
つ
の
挑
戦
は
、『
特
定
地

域
づ
く
り
事
業
協
同
組
合
』
の
立
ち

上
げ
だ
。
こ
の
事
業
は
、
松
阪
市
お

よ
び
地
域
事
業
者
と
連
携
し
、
移
住

希
望
者
に
住
ま
い
と
仕
事
を
ま
と
め

て
提
供
す
る
と
い
う
も
の
。
協
同
組

合
側
か
ら
積
極
的
に
ア
ク
シ
ョ
ン
を

起
こ
し
、
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図
る
の
が

特
徴
だ
。

「
他
地
域
同
様
、
飯
高
で
も
人
口
減

少
や
空
き
家
の
増
加
が
予
想
さ
れ
る

な
か
、
攻
め
の
姿
勢
で
新
し
い
チ
ャ

レ
ン
ジ
が
し
た
い
人
を
呼
び
込
み
、

活
気
あ
る
ま
ち
に
し
て
い
き
た
い
」

そ
う
話
す
高
杉
さ
ん
自
身
も
、
地

域
お
こ
し
協
力
隊
の
任
期
を
延
長
し
、

今
後
新
た
に
宿
泊
専
用
の
『
Ｓ
Ｔ
Ａ

Ｙ
奥
松
阪
』
や
パ
テ
ィ
ス
リ
ー
を
開

業
予
定
。「
自
分
の
暮
ら
し
を
楽
し

く
す
る
こ
と
が
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
に
つ
な
が
る
」
と
話
す
高
杉
さ

ん
は
、
自
分
た
ち
が
生
き
生
き
と
暮

ら
し
働
け
る
地
域
を
創
る
と
い
う
、

新
た
な
目
標
に
向
か
っ
て
い
る
。
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地域おこし協力隊に
なるまでなるまで

短期トライアルも
実施中！
地域おこし協力隊に興味があるけど、
応募する前に実際の活動内容や生活を
体験してみたいという方に向けて、主
に2泊3日で実務体験ができる「おた
めし地域おこし協力隊」と、2週間～
3カ月かけて地域協力活動を行う「地
域おこし協力隊インターン」制度を
設けています。いずれも自治体ごとに
募集要件等が異なるため、HPなどで
ご確認の上、ご応募ください。

地域おこし協力隊員は、地方自治体が募集・選考します。活動内容や条件、処遇などは
自治体によってさまざまです。まずは移住交流推進機構（JOIN）のポータルサイトで募集情報を確認しましょう

まずは募集情報をチェック！1

晴れて採用となったら、地方自治体が委嘱状等を交付。
「地域おこし協力隊」としての委嘱を受けます

地方自治体が委嘱状を交付4

※総務省は隊員一人につき、報償費等 320 万円（原則）を含む、上限 520 万円の財政支援をしています。（令和６年度～）
※処遇は地方自治体により様々ですが、非常勤の公務員として任用される場合や、地方自治体と委託契約を結ぶ場合等があります。

委嘱を受けたら、現住所から採用先の地方自治体に住民票を異動。
地域おこし協力隊員として新たな生活が始まります！

採用先に住所を移して活動開始！5

皆様からの応募は、地方自治体による選考の結果、採用が決定します

地方自治体が選考・採用3

2 活動内容や条件、現地の暮らし……など、気になる地方自治体が見つかったら、
さっそく申し込んでみましょう！

気になる地方自治体に申し込み＊

*: 転出元、転入先ともに、一定の地域要件があります。
総務省のウェブサイト「地域おこし協力隊の地域要件について」をご確認下さい。

地域おこし協力隊インターン
移住要件：なし
活動目的：着任後の暮らしをイメージする
活動内容：地域おこし協力隊と同様の地域協力活動に従事

おためし地域おこし協力隊
移住要件：なし
活動目的：実際の業務をおためし体験する
活動内容：受け入れ地城関係者との顔合わせ、地域案内、交流会、地域協力活動の実地体験など

期間
主に

2泊3日

期間

2週間～
3ヶ月

5

活動内容

主な応募理由

任期終了後の定住率・進路は？ 
任期終了後、約65%の協力隊員が活動した市町村や近隣の地域に定住。同一市町村に定住した隊員のうち約46%が起業し、古
民家カフェや農家レストランなどの飲食サービス業や、ゲストハウスなどの宿泊業などを興しています。
また、就業者は自治体職員になるなど行政関係の職に就く人のほか、観光業や農林漁業、地域づくり・まちづくり支援業など地域
に関係する業務に従事する人が多く、協力隊卒業後も地域の担い手としてしっかりと根を張り活躍しています。

活動内容は、農林漁業への従事や地域コミュニティ活動、地域産品の生産・加工・開発に関する活動、地域や地域産品の情報
発信・PR活動などさまざま。
活動を通して自己実現を果たし、より自分らしく豊かな人生を歩む隊員も生まれています。

・ 地域おこし協力隊に応募した理由は、「自分の能力や経験を活かせると思ったから」が最も多く、次いで、 「活動内容がおもしろそう

だったから」「地域の活性化の役に立ちたかったから」など、地域活性化への積極的関与や自己実現に関する理由が多くみられます。

任期終了後定住した隊員の動向
（直近5年（H30.4.1 ～ R5.3.31）に任期を終了し、定住した隊員の動向）
起業
飲食サービス業（279名）、宿泊業（198名）、美術家（208名）、小売業（176名）、
６次産業（113名）、観光業（106名）、まちづくり支援業（79名）ほか
就業
行政関係（392名）、観光業（171名）、農林漁業（131名）、地域づくり・まち
づくり支援業（107名）、医療・福祉業（68名）、小売業（71名）、教育業（73名）、
製造業（55名）、６次産業（45名）ほか

就農・就林等
農業（403名）、林業（55名）畜産業（21名）、漁業・水産業（15名）ほか
事業承継
酒造の承継、民宿の承継など（56名）

※準備中・研修中を含む。　

総務省「令和5年度における地域おこし協力隊の活動状況等（令和6年4月5日公表）

●農畜産業、林業、漁業への従事 
●地域コミュニティ活動 
●地域産品の生産・加工・開発・流通・販売・
　マーケティング
●地域や地域産品の情報発信・ＰＲ 
●観光資源の企画・開発 
●観光・宿泊施設の運営 

●都市部等からの移住・交流促進 
●教育・学習支援 
●イベントの企画・運営、集客 
●文化・スポーツ振興 
●空き家・空き店舗対策、不動産活用 
●環境保全、自然保護、鳥獣対策 
●地域の伝統産業、技術伝承 

●地域資源や地域づくりに関する調査・研究 
●高齢者の生活支援、見守り 
●行政事務、財務・マネジメント 
●医療、保健 
●地域の防犯、防災、安全確保 
●その他

約65%の協力隊員が活動地域に定住 同一市町村に定住した隊員の約46%が起業
不明その他

事業承継

起業
45.9%

活動地に定住
52.0%

活動地の近隣に定住
12.9%

就業

就農・
就林など

他の地域に転出

その他
不明

地域の活性化の役に立ちたかったから

現在の任地での定住を考えており、活動を通じて、
定住のための準備ができると思ったから

活動内容がおもしろそうだったから

自分の能力や経験を活かせると思ったから

0％ 5％ 10％ 15％ 20％ 25％

21％

14％

12％

11％
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SNS、ポータルサイトで
情報を情報をチェックしてみようチェックしてみよう

ポータルサイトについての問い合わせ先
一般社団法人 移住・交流推進機構（JOIN）事務局
電話：03-3510-6581
E-mail：info@iju-koryu.jp

3500件以上の
隊員募集情報を掲載！
「移住交流推進機構（JOIN）」は、都市から地方への移住や
都市と農山漁村地域の交流を推進する一般社団法人。
移住に関するトレンド情報の配信や企業と自治体のコラボ
レーションの推進に取り組んでいます。
JOINが運営する「地域おこし協力隊ポータルサイト」では、
募集情報を掲載。地域別・カテゴリ別の検索が可能です。

総務省
-地域おこし協力隊- SNS
3つの SNSプラットフォームで、総務省が主催する地域
おこし協力隊に関する各種イベントや研修等の情報を随時
発信。また個々の地域おこし協力隊や隊員経験者の活動
の様子も紹介しています。

＜総務省 地域おこし協力隊 公式 Instagram＞
　毎月テーマを決めて、全国の隊員からいただいた活動の
写真を随時、投稿しています。隊員の活動や地域の魅力
を伝えていきますので、是非フォローをお願いします！

＜総務省 地域おこし協力隊 公式Facebook＞
　全国の自治体の募集・イベント情報や隊員の活動写真
を投稿しています。是非、フォローお願いします！

＜総務省 地域おこし協力隊 公式YouTube＞
　隊員の活動インタビューや隊員の動画コンテストの受賞
作品を投稿しています。是非、チャンネル登録をお願いし
ます！

お問い合わせ先　｜　
総務省　地域力創造グループ地域自立応援課
電話番号：03-5253-5394

地域おこし協力隊サポートデスク

地域おこし協力隊サポートデスクでは、お電話やメール、対面
にて、地域おこし協力隊に関心がある方・現役隊員の皆様から
のご相談をお受けしています。

〇専用相談ダイヤル（相談料無料・ただし通話料は有料）
〇受付時間は平日11:00 ～ 19:00、※土日祝、年末年始は休業
〇利用回数、利用期間制限なし

〇専用アドレス（WEBフォーム）で年中無休・24時間受付
〇原則として５営業日以内を目途に相談員から回答
〇利用回数、利用期間制限なし

電話
相談

メール
（WEB）
相談

地域おこし協力隊に関心がある方は、
サポートデスクに相談してみよう


